
ら
長
会
・
※
採
紫
綬
栄
町
内
・
開
設
支
援
同
市
W
M
m
m
w一一$一命令一命令
3
．3
－6
5．3
．3
．3
災・ペ
h
m
a
t－w．A
V
6．市
w．市
W．O
．3
．3
一J以
内
品
川
主
主
wν
仇
C
W
W
M
w．m
m
察官

・，vKA－－
γ
、・徒
v．2
5．A
5
5
5主
主
主
旬
、
v．〉．、＼〉
．2
3・〉・〉
F
J
Y”〉－、，
f
e
e
v辛
苦

εムゴア旬、
J
V
G
’マ
ιア
ア
・
〉
マ
苦
手
、
な
’
・
〉
．
〉
3
7
7
f
ミ
5

内
初
怜

mun7令
、
ま
J
1
3
3句
、
，
語
、
u
J
G
2
v
J
J“，
o
x・J
X引x
u－
込
ぷ
4
旬
以
伐
パ
ω

滋．パ
HM
代
目
お
お
お
た
お
た
目
同
パ
兄
引
な
刊
誌
叫
G
O
N
w．
枝
川
以
減
税
ハ
吟

泌総
mw川和
図
書
遡
及
火
列
作
業
μ

の
終
忽
MM%が
一’お
れ
料
約
泌
総
絞
滋
切
れ
…
引
い
引
引
い
机
料
約
料
…
一
引
い
れ
い
仙
波
一
対
M
W引いれい

さ〉．、
5
5
4〉．、
5
5
4〉
－
〉
；
、
d
E
4
4
4
4
4
4
4、ペ〉
・1
九九〉〈也、去に’
j
c是
々
を

f
’
f－〉旬、毛
G
5
ι
7”、若手’
r
’ぐ毛
5
3
4、
γ．〉ずぞ

；、・・

a
h
五
－

UA
－
〆
玩

URV．v・，U叫
AVλ
、弘、・
4v・4v・4、iv・4vkyq、・4ぜ－
J
・，
、・4v・『
v・4uFAJF・v・4v－AV・’hvAUえ
d
y

・4．、・4u、・，円
y’G
・4v・4Vれ
れ
‘？
84
J’uha九－
l
、．
一γ
・f
h
・＼
UFAVン

市長－
w
h
採
火
b
G・3
対
策
務
次
w
d
w
M
m
w
w奈
川
市
川
合
鋲
3
5一
致
命
一
会
会
護
送
s
d
W一A
W
A
W以
来
語
－
小
V一
会
合
一
役
会
合
図

・書

剖

書

巴

二

同市州市・

ト
綴
総
務
総
鰍
絞
殺
総
務
…
…
…
縫
い
泌
総
総
務
…
綬
…
…
内
務
mmw必
泌
総
滋
燃
総
一
鉱
山
ω

一mmmw約一ハ
w
m
m
m総
wp

4・E
〈．
5ufγ
．f
〈・
3
3
3
x
E
E
5
5
5
V．2
．2
．2
．3
．九
V－2
－2
．C
J
3
3
V
4
2
7．、シ
rev．2
1
2
V
5．〉－〉．、
SHY－主
主
、
3
・〉
f
r
h
乙
C
3
5
F
v
F
F・－、
r・

書
誌
情
報
を
入
力
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
司
日
本
全
国
書
誌
』

を
編
纂

・
刊
行
、
併
せ
て
、
機
械
可
読
の
磁
気
テ
1
プ
版
「
J
A
P

A
N／
M
A
R
C」
を
頒
布
し
て
き
た
。

一
方
、
入
力
開
始
以
前
の
書
誌
デ
l
タ
の
入
力
、
す
な
わ
ち
、
遡

及
入
力
は
、
冊
子
体
の
『
国
立
国
会
図
書
館
積
書
目
録
昭
和
四
四

年
1
五

一
年
』
（
第
三
期
〉
の
織
械
編
纂
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五

四
年
に
入
力
作
業
に
着
手
し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
平
成
元
年
三
月
入

力
終
了
）
。

昭
和
六

O
年
に
は
、
あ
ら
た
め
で
和
図
書
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
計

画
を
策
定
し
た
。
冊
子
目
録
の
織
械
編
纂
と
い
う
目
的
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
図
書
館
の
機
械
化
が
進
展
す

る
中
で
、
庁
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
目
録
や
地
域
的
・
全
国
的
総
合
目
録
を

憐
築
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
遡
及
入
力
の
必
要
性
が
陥
惜
し

て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
新
た
な
遡
及
入
力
計
画
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
和
図
警
の
う

ち
、
明
治
期
刊
行
の
も
の
か
ら
昭
和
四
三
年
受
入
ま
で
の
も
の
を
、

時
代
を
四
つ
に
、
す
な
わ
ち
、
明
治
期
、
大
正
朗
、
昭
和
前
期
（
昭

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
所
厳
の
大
正
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
和
図
書
に
つ

い
て
、
書
誌
デ
1
タ
の
遡
及
入
力
が
終
了
し
た
。
現
在
、
冊
子
体
の

蔵
書
目
録
が
刊
行
中
で
あ
り
、
ま
た
、
磁
気
テ
l
プ
版
お
よ
び
C
D

l
R
O
M版
を
順
次
刊
行
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

今
回
の
大
正
期
和
図
書
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
終
了
に
よ
り
、
お
よ

そ
二

O
年
に
わ
た
る
和
図
書
の
遡
及
入
力
作
業
が
完
了
し
、
当
館
が

所
蔵
す
る
明
治
時
代
以
後
現
在
に
至
る
和
図
書
の
嘗
誌
デ
ー
タ
に
つ

い
て
、
す
べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
検
索
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。こ

の
機
会
に
、
当
館
の
和
図
書
遡
及
入
力
に
つ
い
て
、
今
回
終
了

し
た
大
正
期
を
中
心
に
、
そ
の
歩
み
を
慨
観
し
た
い
。

和
図
書
デ
ー
タ
遡
及
入
力
計
画

当
館
で
は
、
昭
和
五
二
年
か
ら
機
械
編
纂
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
和
図

書
の
入
力
が
始
ま
り
、
新
規
収
集
の
和
図
書
に
つ
い
て
は
逐
次
そ
の
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和
二
1
二
四
年
）
、
第

一
・
二
期
（
昭
和
二
一二
1
四
三
年
）
に
区
分

し
て
書
誌
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
と
い
う
も
の
で
、
昭
和
六
三
年
か
ら

実
行
に
移
っ
た
。

計
画
全
体
に
か
か
る
入
力
方
針
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
内

①
入
力
に
際
し
で
は
、
基
本
的
に
、
各
時
期
に
既
に
作
成
さ
れ
て
い

る
カ
ー
ド
目
録
や
問
下
目
録
を
原
稿
と
す
る
（
つ
ま
り
、
防
相
資
料
に

個
別
に
あ
た
り
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
方
式
は
採
ら
な
い
）。

②
そ
れ
ら
既
存
の
白
銀
は
時
代
に
よ
っ
て
内
容

・
形
式
が
異
な
る
が
、

そ
の
統

一
は
行
わ
な
い
。

既
存
の
目
録
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
の
方
針
は
、
作
業
の
大
幅
な

省
力
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

図立国会図曾館月”-3ー

第
一
・

二
期

l
自
動
カ
ナ
フ
リ
シ
ス
テ
ム
と
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
鉱
先
i

第

一
・
二
期
〈
昭
和
二
三
年
l
四
三
年
）
の
入
力
作
業
は
、
そ
れ

以
前
に
入
力
し
た
第
三
期
（
昭
和
四
四
年
l
五

一
年
）
と
同
織
に
、

カ
ー
ド
目
録
を
入
力
原
稿
と
し
た
。
よ
っ

て
、
基
本
的
に
は
、
カ
ー

ド
に
記
入
さ
れ
て
い
る
各
書
誌
事
項
に
フ
ィ
ー
ル
ド
タ
グ
を
つ
け
て

入
力
す
れ
ば
よ
く
、
ま
た
、

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
問
機

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
第

一
・
二
期

の
場
合
、
た
と
え
ば
、
原
稿
と
し
た
カ
ー
ド
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
に
書

名
の
ヨ
ミ
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
問
題
が
・あ
っ
た
。
そ
こ
で
導
入
し
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た
の
が
、
日
本
語
の
漢
字
か
な
混
じ
り
文
を
分
か
ち
占
き
し
、
フ
リ

ガ
ナ
付
け
と
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
を
自
動
的
に
処
怨
す
る
、
自
動
力
ナ

フ
リ

・
自
動
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
書
名
そ
読
ま
せ
、
不
正
徳
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

手
を
加
え
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
方
法
を
他
の

書
誌
事
項
（
副
書
名
、
出
版
者
、
叢
書
名
）
に
も
活
用
す
る
こ
と
で
、

従
来
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
な
か
っ
た
部
分
に
も
、
そ
の
拡

充
を
は
か
っ
た
。
こ
の
方
法
は
、
以
後
、
他
の
時
期
の
入
力
に
際
し

で
も
適
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

昭
和
六
三
年
一

O
月
に
入
力
を
開
始
し
た
第

一
・
二
期
は
、
平
成

五
年
四
月
に
終
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
、
当
館
設
立
一
（
昭
和

二
三
年
〉
以
後
に
収
集

・
整
理
し
た
和
図
書
に
つ
い
て
、
す
べ
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
こ
と
と
な
う
た
。

明
治
期

l
ヨ
ミ
の
困
鰻
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
孫
号
1

次
に
着
手
し
た
の
が
、
明
治
期
で
あ
る
。
当
初
の
計
画
は
、
文
字

ど
お
り
時
代
会
順
に
遡
る
仕
方
で
入
力
を
行
・
つ
予
定
で
は
あ
う
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
朗
刊
行
図
舎
の
マ
イ
ク
ロ
化
の
呪
識
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
、
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
に
、
さ
ら
に
古
誌

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
併
せ
る
こ
と
で
、
明
治
文
化
の
宝
鴎
と

い
う
べ
き
こ
の
時
代
の
図
書
の
広
汎
な
利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
そ

自
指
し
、
明
治
朗
の
入
力
作
業
を
総
め
た
。

入
力
の
原
悩
と
し
た
の
は
冊
子
目
録
で
あ
る
が
、

そ
の
記
入
は
、

記
逆
の
部
分
の
み
で
、

3
名

・
著
者
名
の
ヲ
4

や
分
額
記
号
は
新
た

に
付
与
し
た
。

明
治
期
作
業
の
は
か
で
も
勺
と
も
困
難
だ
っ
た
の
は
、
著
者
包
の

ョ
、
主
で
あ
っ
た
。
当
館
の
著
者
名
山
内
拠
録
は
も
ち
ろ
ん
、
各
樋
参
院
勺

図
書
や
原
資
料
に
あ
た
り
で
き
る
だ
け
調
査
し
た
が
、
古
い
資
料
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ヨ
ミ
そ
推
定
し
た
も
の
も
多
々
あ
る
。
調
査
の

結
果
は
、
カ
ー
ド
に
記
録
し
て
輿
惚
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
行
？
た
。

ζ

の
著
者
名
の
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
’
色
地
す
る
よ
う
に
、

昭
和
前
期
入
力
作
業
時
に
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
乙
と
に

な
る
。ま

た
、
明
治
期
デ
ー
タ
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
付
与
さ

れ
た
固
有
の
番
号
も
入
力
し
た
。
原
資
料
は
保
存
し
利
用
に
つ
い
て

は
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ワ
シ
ュ
で
、
と
い
う
方
向
へ
の

一
助
と
な
っ
た
。

明
治
朗
人
力
作
業
は
、
平
成
元
年
五
月
よ
り
開
始
、
平
成
五
年
一

一
月
に
終
了
し
た
。

昭
和
前
期

1
多
織
な
資
料
鮮
と

A
州
作
業
と
符
行
名
処
処
フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
｜

昭
和
前
期
は
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
群
が
多
峨
性
に
宮
ん
で

い
る
。
入
力
対
象
と
し
た
の
は
、
悶
甲
部
図
由
、
乙
部
閉
村
刊
、
さ
ら
に

売
祭
図
書
で
め
る
。

甲
部

・
乙
部
、
と
い
・
フ
の
は
、
当
時
の
収
集
方
針
に
よ
る
区
別
で

あ
る
。
明
治
八
年
の
納
本
制
度
の
制
定
に
は
じ
ま
る
戦
前
の
資
料
を
、
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帝
国
図
書
館
で
は
、
甲
、
乙
、
丙
の
三
部
に
分
け
て
仰
い威
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
甲
、
乙
の
み
を
保
停
（
丙
に
つ
い
て
は

一
年
間
保
存
の

う
え
臆
棄
て
さ
ら
に
、
乙
に
つ
い
て
は
、

一
日
め
は
保
存
す
る
が
利

用
の
価
値
に
つ
い
て
は
後
口
の
判
断
を
待
つ
も
の
と
さ
れ
、
ほ
ぽ
米

耐震
理
の
状
態
で
富
山
協
の
片
隅
に
置
か
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
、
乙
部
の
整
理
作
業
は
、
資
料
を
段
ボ
ー
ル
箱
よ
り
出
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
半
世
紀
分
の
汚
れ
を
除
去
し
た
後、

原
資
料
を

も
と
に
入
力
デ
ー
タ
票
を
作
成
し
（
乙
の
準
備
作
業
は
平
成
二
年
春

か
ら
始
め
平
成
三
年
八
月
に
終
了
）
、
入
力
を
行
っ

た
。
政
治
的
意

見
習
や
私
家
版
詩
文
集
な
ど
の
小
冊
子
を
多
く
含
仁
、
七
万
冊
に
近

い
数
の
こ
の
乙
部
図
書
の
整
理
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
出
版
物
の
歴
史

的
空
白
が
埋
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

甲
部
お
よ
び
発
禁
凶
窓
口
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
既
存
の
冊
子
目

録
を
入
h
M
原
稿
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
代
の
甲
部
凶
書
の
冊

子
目
録
は
、
年
代
ご
と
に
四
つ
の
編
に
別
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
古

い
年
代
の
目
録
に
な
る
ほ
ど
、

b
d
誌
と
し
て
の
必
須
の
項
目
で
あ
る

出
版
地
、
出
版
者
、
出
版
年
、
ペ

ー
ジ
数
、
L
八
さ
さ
等
の
欠
落
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
欠
搭
を
補
充
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、
現

物
に
あ
た
る
し
か
な
く
、

R
H町
内
で
の
現
物
舵
川
凶
作
業
を
大
々
的
に

行
っ
た
。
か
な
り
の
労
力
を
割
い
た
部
分
で
あ
る
。

入
力
作
業
上
の
画
期
的
な
試
み
と
し
て
は
、
機
械
化
さ
れ
た
著
者

名
典
拠
フ
T
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
著
者
擁
日
の
典
拠
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
か
あ
げ
ら
れ
る
。

入
力
デ
ー
タ
の
著
者
名
の
漢
字
形
と
何
者
有
名
曲
川
拠
フ
ァ
イ
ル
と
そ

織
械
で
突
き
合
わ
せ
、

一
致
し
た
も
の
の
リ
ス
ト
を
出
す
。
こ
の
リ

ス
ト
を
も
と
に
同
定

・
識
別
を
行
い
、
ョ
‘
、
：

形
を
決
定
す
る
。
ま

た
、
典
刷
問
フ
ァ
イ
ル
と

一
致
し
な
か
勺
た
著
者
、
す
な
わ
ち
、
初
出

の
著
者
に
つ
い
て
も
、
原
資
料
の
ル
ピ
や
人
名
辞
典
等
で
調
任
し
て

ヨ
ミ

・
形
を
決
定
し
、
順
次
典
拠
フ
7

イ
ル
へ
登
録
し
て
い
く
。
つ

ま
り
、
昭
和
前
期
の
作
業
以
前
に
す
で
に
典
拠
フ
ァ
イ
ル
に
民
収
録
さ

れ
て
い
た
著
者
名
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
作
業
の
過
程
で
初
め
て
出
く

わ
す
著
者
名
に
つ
い
て
も
、
効
率
よ
く
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。
平
成
五
年
六
月
よ
り
開
始
し
た
昭
和
前
期
の
入
力

は
、
平
成
九
年
三
月
に
終
了
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
入
力
原
稿
と
す
る
既
存
の
日

録
は
時
代
に
よ
っ
て
内
容

・
形
式
か
異
な
る
か
、
そ
の
統

一
は
行
わ

な
い
、
と
い
う
方
針
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
憾
な
資
料

際
を
、
多
僚
は
冊
子
目
録
に
話
づ
い
て
（
乙
部
に
つ
い
て
は
原
資
料

を
も
と
に
）
入
力
し
た
昭
和
前
期
は
、
そ
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
に

あ
た
っ
て
、
ヂ
1
9問
の
調
肢
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
主
な

満
州
略
作
業
は
、
重
慌
デ
1
タ
の
削
除
と
古
誌
階
府
の
統

一
で
あ
る
。

人
h
H
し
た
酎
誌
デ
ー
タ
を
、
単
に
当
館
の
説
明
世
間
錨
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
こ
の
時
代
の
M

全
国
書
誌
”
と
い
う
観
点
で
も
と
ら
え
る
な

ら
、
必
要
と
さ
れ
る
調
整
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
占
誌
デ
ー
タ
の
調
整
を
経
て
、
昭
如
前
期
の
作
業
は

平
成
九
年
二
月
に
終
了
し
た
。
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大

正
期

ー
や
は
り
書
庫
作
業
と
入
力
作
業
の
集
大
成
1

こ
の
た
び
終
了
し
た
も
〈
正
期
は
、
八
万
件
弱
と
い
う
デ

1
タ
総
件

数
こ
そ
他
の
時
期
に
比
べ
て
少
な
い
か
、
そ
の
入
力
作
業
は
困
難
を

来
し
た
。

入
力
対
象
と
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
甲
部
図
書
と
乙
部
図
書
で

あ
る
。
乙
部
に
つ
い
て
は
、
手
曾
き
の
カ
ー
ド
目
録
を
入
力
原
稿
と

し
た
e

こ
の
手
脅
さ
の
カ
ー
ド
は
、
昭
和
五
一
年
に
冊
子
体
の

『
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
』
刊
行
後
、
そ
れ
ま

で
未
整
理
だ
っ
た
大
正
期
乙
部
図
書
に
つ
い
て
も
、
整
理
し
閲
覧
に

供
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
時
点
で
は
、
書
名
順
冊
子
目
録
の
作
成
が
計
画
さ
れ
て
い

た
が
、
諸
般
の
ゆ
情
か
ら
刊
行
は
実
現
せ
ず
、
こ
の
た
び
新
た
な
形

で
暢
の
自
を
見
る
こ
と
に
は
っ
た
。

甲
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
前
期
問
機
、
冊
子
目
録
を
入
力
原
稿
と

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
目
録
は
、
他
の
時
期
の
そ
れ

に
比
べ
て
、
必
須
の
曾
誌
事
項
の
欠
落
が
多
い
。
遡
及
入
力
作
業
は
、

人
力
の
も
と
に
怠
る
原
稿
の
完
成
度
が
高
い
ほ
ど
容
易
に
進
む
が
、

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
大
正
期
入
力
作
業
は
最
難
関
だ
っ
た
と
い
え

よ
う
。書

誌
事
項
の
欠
落
を
繍
充
す
る
た
め
に
、
甲
部
図
書
約
五
万
五
、

0
0
0件
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、

4J邸
内
で
の
現
物
徳
川
淀
誌
を
行
っ

た
。
作
業
を
行
・
つ
に
は
必
ず
し
も
環
境
が
良
い
と
は
い
え
は
い
駆

内
で
の
、
線
気
の
要
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。
江
お
、
こ
の
書
庫
作
業

時
に
発
見
し
た
、
既
存
の
冊
子
目
録
未
収
録
分
約
一
、
六

O
O件
に

つ
い
て
も
、
今
回
の
作
業
で
新
銀
に
入
力
し
た
。

ま
た

一
方
で
、
遡
及
入
力
作
業
の
愚
後
に
あ
た
る
大
正
則
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
導
入
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
や
方
法
を
フ
ル
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
著
者
名
に
つ
い
て
は
、
昭
和
前
制
作
業
時
に
場
入

し
た
前
活
の
著
者
名
典
惚
フ
7

イ
ル
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
典
鎚
コ

ン

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
ま
た
、
そ
の
他
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
第

一
・
二
期
作
業
時
よ
り
使
っ
て
き
た
自
動
力
ナ
フ
リ
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
。
さ
ら
に
、

N
D
C分
額
一記
号
の
付
与
に

つ
い
て

は
、
こ
れ
も
昭
和
前
期
作
業
時
に
導
入
し
た
、

分
顕
記
号
自
動
付
与

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
。
こ
れ
は
、
占
名
中
の
主
題
を
表
す
こ
と
ば

を
分
類
妃
号
に
変
検
す
る
こ
と
で、

N
D
C全
地
問
械
的
に
付
与
す
る

ν
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
械
処
理
の
後
、
職
員
に
よ
る
雌
認

・
修
正
が
必
要
な

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
よ
り
、
正
確
で
効
率
の
良
い
入
力
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
七
年
六
月
か
ら
開
始
し
た
大
正
期
の
入
力
は
、
平
成
一

O
年

七
月
に
終
了
し
た
。
入
力
終
了
後
は
、
大
正
期
デ
ー
タ
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
考
慮
し
、
昭
和
前
期
と
問
機
、
重
復
デ
ー
タ
の
削
除
お
よ

び
書
誌
階
層
の
統

一
な
ど
、
入
力
デ
ー
タ
の
調
盤
を
行
っ
た
が
、
多

川様
性
を
向
し
た
昭
和
前
期
ほ
ど
の
デ
ー
タ
間
の
ば
ら
つ
き
は
な
く
、

平
成

一
O
年

一
O
月
に
作
業
を
終
え
た
。
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既
入
力
デ
ー
タ
の
整
備
と
未
入
力
資
料
の
追
加
入
力

大
正
期
入
力
作
業
と
並
行
し
て
、
す
で
に
終
了
し
て
い
た
明
治
期

に
つ
い
て
、
そ
れ
を
補
充
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
ひ
と
つ
は
著
者
名

典
拠
の
務
備
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
米
入
力
資
料
の
新
規
入
力
で

あ
る
。前

述
の
よ
う
に
、
著
者
名
典
拠
フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
典
拠

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
作
業
は
、
明
治
則
入
力
作
業
に
は
導
入
で
き
な
か
っ

た
。
今
回
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
日
本
人
著
者
に
つ
い
て
は

新
た
に
手
直
し
し
、
ま
た
、
明
治
期
デ
l
タ
に
お
い
て
初
出
の
著
者

は、

山内
拠
フ
ァ
イ
ル
へ
登
録
、
生
没
年

・
別
名
称
等
の
参
照
事
項
も

追
記
入
力
し
た
。

一
方
、
明
治
期
作
業
時
に
入
力
し
な
か
っ
た
資
料

約
九
O
O件
（
主
と
し
て
、
地
図

・
版
画
な
ど
の

一
校
も
の
や
講
義

錦
）
に
つ
い
て
、
原
資
料
よ
り
デ
ー
タ
票
を
作
成
し
て
入
力
し
た
。

こ
う
し
た
既
入
力
デ
ー
タ
の
整
備
お
よ
び
未
入
力
資
料
の
追
加
入
力

に
つ
い
て
は
、
確
か
に
和
図
書
遡
及
入
力
は
ひ
と
ま
ず
終
わ
勺
た
と

は
い
え
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
作
業
で
あ
る
。

既
入
力
デ
ー
タ
の
整
備
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
第
三
期
お
よ

び
第
一

・
二
期
の
デ
l
タ
に
つ
い
て
、
入
力
作
業
時
に
は
開
発
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
著
者
名
典
拠
フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
、
典
拠
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
一
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
e

こ
の
時
期
の
デ
！
？
の
著

者
名
は
、
基
本
的
に
は
典
拠
フ
7

イ
ル
に
登
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、

こ
の
典
拠
形
と
当
課
で
す
で
に
入
力
し
た
デ
1
9
の
著
者
標
自
の
形

と
が

一
致
し
て
い
な
い
も
の
が
多
々
あ
る
。
こ
れ
を

一
致
さ
せ
て
お

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
誌
デ
ー
タ
と
典
拠
フ
ァ
イ
ル
と
の
リ
ン
ク
が

可
能
に
な
り
、
デ
ー
タ
訂
正
等
の
作
業
に
（
将
米
的
に
は
利
用
者
の

検
索
に
も
で
便
利
な
も
の
と
な
る
。

来
入
力
資
料
に
関
し
て
は
、
書
庫
内
で
新
た
に
大
正
期
お
よ
び
昭

和
前
期
に
該
当
す
る
図
書
が
見
つ
か
っ
て
い
る

（
こ
れ
ら
の
う
ち
、

す
で
に
入
力
し
た
も
の
と
の
重
複
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
は
、
調
宜

を
必
要
と
す
る
〉
。
こ
れ
ら
を
貴
重
な
も
の
と
み
る
か
み
な
い
か
は

異
論
が
あ
ろ
う
が
、
乙
部
図
書
な
ど
と
問
機
に
、
当
時
の
出
版
物
の

歴
史
を
示
す
資
料
に
は
変
わ
り
な
か
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
明
治

朗
を
除
い
て
、
国
内
刊
行
の
洋
容
は
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
遡
及
入
力
し
て
き
た
デ
1
タ
を
、
μ
全
国
書
誌
仰
と
し
て
、
ま
た
、

全
国
的
な
総
合
目
録
の
基
盤
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
こ
う
し
た
未

入
力
分
に
つ
い
て
も
追
加
入
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
特
に
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
書
誌
デ
ー
タ
に
つ
い

て
は
、
入
力
対
象
が
古
い
時
代
の
図
書
で
あ
り
、
ま
た
、
入
力
終
了

期
限
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、
時
間
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ
て
、
書
名
・

著
者
名
の
ヨ
之
江
ど
ぞ
推
定
せ

g
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
意
識
せ
ず
と
も
数
々
の
誤
り
を
デ
l
タ
中
に
忍
び

込
ま
せ
て
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
す
で
に

館
内
外
か
ら
い
く
つ
も
の
指
摘
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
都
度
デ
ー
タ

の
訂
正
を
行
っ
て
き
た
。
入
力
デ
ー
タ
を
よ
り
正
確
な
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
各
方
面
か
ら
の
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
。
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お
わ
り
に

今
年
度
よ
り
当
館
で
事
業
を

開
始
し
た
、
都
道
府
県
立
お
よ

び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
そ

結
ぶ
「
国
立
国
会
図
書
館
総
合

目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
デ
ー

タ
ベ

ー
ス
に
、
今
年
度
巾
に
明

治
期
と
昭
和
前
期
の
デ
！
？
が
、

来
年
昨
掻
ヤ
々
に
は
本
場
の
デ
ー

タ
が
順
次
投
入
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
時
期
の
書
誌
デ
ー

タ
を
入
力
し
て
い
る
図
書
館
は

多
く
な
い
た
め
、
当
館
へ
の
期

待
が
大
き
い
部
分
で
あ
る
。
図

書
都
宮
誌
諜
は
、
こ
の
総
合
目

録
の
書
誌
デ
ー
タ
の
内
容
に
か

か
る
連
絡

・
調
整
等
の
業
務
を

担
当
し
て
い
る
。

当
館
は
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
を
平
成

一
二
年
度
に
、

国
立

国
会
図
書
館
関
西
館
（
仮
綜
）

を
平
成
一
四
年
度
に
、
そ
れ
ぞ
「町一”＿... _ ... _ ... __ .._ ... ＿・”’..._ .... _ ... _ ... _ ... _ ...骨...-... -・ .. -・ .. －「
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； なわち遡及入力も梅次いで行われ、特に70年代後半より大線機な遡及入力プ i 
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れ
開
館
を
予
定
し
て
い
る
。
川
口
諸
課
で
は
、
現
復
、
児
童
相
官
の
遡
及

入
力
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
調
整
の
晶
後
の
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。

入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
児
童
書
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
投
入

さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
関
西
館
に
配
置
さ
れ
る
和
図

書
の
組
織
化
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
東
京
本
館
、
関
西
館
、
お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
三

館
に
所
磁
資
料
と
険
能
が
分
散
す
る
中
で
、
そ
れ
ら
が

一
体
と
な
っ

て
図
書
館
業
務
を
円
滑
に
進
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
館
は
、
そ

の
所
蔵
す
る
図
書
館
資
料
に
つ
い
て
、
書
誌
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
の
検
索
そ
可
能
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
当
館
が
情
想
し
て
い
る
、
「
図
占
館
が
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

介
し
て
行
う

一
次
情
報
お
よ
び
て
次
情
報
の
屯
子
的
提
供
と
そ
の
た

め
の
越
餓
」
で
あ
る

「唱
チ
図
書
館
」
の
、
特
に
二
次
情
報
の
健
供

に
関
し
て
、
省
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
肢
と
な
る
。

若
干
の
未
入
力
資
料
が
存
在
す
る
と
は
い
え
、
今
回
の
和
図
書
遡

及
入
力
作
業
の
終
了
に
よ
り
、
当
峠
阻
害
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
主
要
な

柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
和
図
書
書
誌
デ
ー
タ
の
入
力
に
関
し
て
は
、
六

き
な
山
そ
越
え
た
と
い
え
よ
う
。

時
代
そ

μ
遡
及
”
し
て
行
っ
て
き
た
入
力
作
業
は
、
当
館
の
ぷ
可

後
H

に
礎
実
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
和
国

S
遡
及
入
力
作
業
の
終
了

は
、
新
し
い
始
ま
り
へ
の
ひ
と
つ
の
区
切
り
で
あ
る
。

関立E回全1H鮒月IR

〈
怠
考
文
献
〉

。
和
図
陪
旬
デ
1
9
遡
及
入
力
計
図
お
よ
び
第

一
・
二
期
に
つ
い
て

石
川
市
X
L主
「
和
図
S
デ
ー
タ
の
湖
及
入
力
計
蘭
」
（
本
誌
三
三
回
号

九
八
九

・
一
〉

O
盟
崩
に
つ
い
て

術
的
事
中
子

「明
治
朗
刊
行
国
鯵
遡
及
入
力
こ
の

ご
栴
｜
特
に
官
名

・
著
者

名
に
つ
い
て
1
」（
本
認
さ
五
三
号

一九
九
0
・
八
〉

間
窓
英
夫

「明
治
朗
刊
以
付
図
舎
の
遡
及
入
力
を
終
え
て
」
〈
本
誌
三
九
八

守
一
九
九
四

・
五）

O
昭
如
前
期
に
つ
い
て

瀬
川
弘
悦
・
管
原
蔦
子
「
昭
和
前
期
和
図
書
の
遡
及
入
力
関
絡
に
あ
た
っ

て」

（本
必
三
九
－
号

一
九
九
J

一
・
一
O）

開
制

n
m
3誌帽師
「昭
如
前
期
利
m
即
位
遡
及
入
力
の
終
f
と
『
国
立
国
会
図

S
館
蔵
書
目
録
昭
和
元
年
1
ニ
四
年
三
月
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
（
ぶ

誌
間
四
五
号
一
九
九
八

・
凶〉

O
大
正
朗
に
つ
い
て

図
惇
鼠
曾
諮
諜

「相
関
暫
遡
及
入
力
計
画
且
恥
終
段
階
へ
l
大
正
期
分
の
入

力
作
業
に
若
手

」
（
本
総
凶
二
凶
守

一
九
九
五

・
九）

〈
図
書
邸
書
誌
諜

-9-

文
武
一
大
柴
忠
彦
）
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